
す
で
に
調
査
済
み
の
曲
直
瀬
道
三
著
『
針
灸
集
要
」
に
は
、
約

一
三
の
中
国
医
書
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
以
下
の
三
書
「
医

林
集
要
」
『
寿
域
神
方
」
『
針
灸
治
例
』
に
潟
血
関
連
記
載
が
あ
っ

た
。

そ
こ
で
、
そ
の
中
の
一
言
、
明
・
朱
権
著
『
寿
域
神
方
』
を
、

一
五
一
四
刊
、
一
六
二
八
写
、
内
閣
文
庫
所
蔵
『
延
寿
神
方
（
「
寿

域
神
方
」
は
一
名
「
延
寿
神
方
」
と
も
い
う
）
』
で
精
査
し
た
。
本
書

の
二
二
病
門
に
は
、
約
一
七
四
○
の
病
症
に
対
す
る
治
療
法
が

記
載
さ
れ
て
い
る
（
①
）
。
①
よ
り
潟
血
関
連
記
載
を
抽
出
し
、
分

析
し
た
と
こ
ろ
②
③
④
の
結
果
を
得
た
。

①
各
治
療
法
の
記
載
数
（
記
載
数
順
に
記
す
）

①
薬
一
四
五
○
、
②
灸
八
四
、
③
針
灸
併
用
六
一
、
側
そ
の
他

四
○
、
⑤
呪
法
三
七
、
⑥
針
二
○
、
切
潟
血
一
四
、
⑧
薬
灸
併
用
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鉄
策
・
小
曽
戸
洋

一
二
、
側
薬
針
併
用
七
、
⑩
判
読
不
明
六
、
⑪
薬
潟
血
併
用
三
、

⑰
薬
そ
の
他
併
用
二
、
⑬
潟
血
そ
の
他
併
用
・
潟
血
灸
併
用
・
針

灸
薬
併
用
一
、
で
薬
の
み
の
治
療
が
全
体
の
約
八
三
％
を
占
め
る
。

針
灸
は
②
③
⑥
⑧
側
を
合
わ
せ
る
と
一
八
五
例
、
約
二
％
に
相

当
す
る
。
ま
た
、
巻
三
の
針
灸
部
で
は
、
疾
病
別
に
使
用
す
る
穴

を
挙
げ
、
そ
の
部
位
、
刺
針
深
度
、
灸
の
壮
数
な
ど
を
詳
説
す
る

こ
と
か
ら
、
朱
権
は
薬
の
み
で
な
く
針
灸
を
も
重
視
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
潟
血
は
い
⑪
⑬
で
二
○
例
、
約
一
％
と
極
め
て
少

な
い
。
た
だ
、
二
○
例
中
一
六
例
が
潟
血
単
独
治
療
で
あ
る
こ
と

は
、
江
戸
前
中
期
の
医
家
が
潟
血
を
薬
の
補
助
と
し
て
い
た
こ
と

と
、
明
ら
か
に
相
違
す
る
。

②
潟
血
記
載
病
門
と
記
栽
回
数

撹
腸
沙
四
、
口
歯
一
、
咽
喉
四
、
心
痛
一
、
嬰
儒
一
、
毒
虫
所

傷
一
、
悪
獣
所
傷
一
、
絞
腸
沙
三
、
廠
疽
一
、
丁
瘡
四
、
中
悪
二

の
計
二
病
門
に
二
三
箇
所
あ
っ
た
。
こ
の
二
病
門
は
全
病
門

の
約
一
○
％
に
相
当
す
る
。
一
方
、
記
載
回
数
の
多
い
撹
腸
沙
・

咽
喉
・
絞
腸
沙
・
丁
瘡
な
ど
は
、
潟
血
が
有
効
的
な
治
療
法
と
考

え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

③
潟
血
方
法
と
記
載
回
数
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針
二
、
陶
器
の
破
片
二
、
三
稜
針
一
、
口
で
吸
う
一
、
竹
筒

で
吸
う
二
、
松
針
一
、
葱
葉
一
、
葱
黄
心
１
、
無
記
載
四
の
計
八

種
、
二
三
回
。
針
と
だ
け
記
す
も
の
が
最
も
多
く
、
潟
血
専
用
針

は
三
稜
針
の
一
回
の
み
。
こ
れ
は
、
明
・
江
罐
（
一
五
○
三
～
六
五
）

が
一
六
世
紀
以
前
の
医
家
の
治
験
例
を
集
め
て
撰
し
た
『
名
医
類

案
」
二
五
九
一
成
）
に
お
い
て
、
多
く
専
用
針
を
用
い
て
い
た
こ
と

と
異
な
る
。
一
方
、
本
書
に
は
松
針
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、

北
に
面
し
て
い
る
極
め
て
硬
い
老
松
葉
を
取
り
、
束
に
し
て
そ
ろ

え
硬
く
縛
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

④
病
門
《
潟
血
部
位

〔
患
部
〕
咽
喉
“
口
内
腫
上
。
毒
虫
所
傷
恥
娼
に
刺
さ
れ
た
所
。

悪
獣
所
傷
姉
悪
犬
に
咬
ま
れ
た
所
。
懸
疽
韓
腫
上
・
丁
瘡
”
瘡
心
．

瘡
上
・
瘡
上
。

〔
非
患
部
〕
撹
腸
沙
“
委
中
穴
青
筋
上
・
舌
根
の
下
・
左
腕
中
の

筋
上
・
右
腕
中
の
脈
上
。
咽
喉
”
少
商
・
合
谷
と
尺
沢
・
耳
門
。

心
痛
》
膝
腕
の
紫
黒
点
。
絞
腸
沙
卵
両
臂
院
中
（
上
肢
内
側
屈
す
る

所
）
の
紫
筋
上
・
十
指
頭
・
膝
院
中
曲
秋
（
下
肢
後
側
屈
す
る
所
）

の
紫
筋
上
。
丁
瘡
（
頭
面
の
瘡
）
“
項
間
の
紅
糸
路
（
細
絡
？
）
。
中

悪
”
耳
鼻
中
（
男
は
左
、
女
は
右
）
・
鼻
内
（
男
は
左
、
女
は
右
）
。
以

上
か
ら
す
る
と
、
患
部
潟
血
が
七
、
非
患
部
潟
血
が
一
四
と
多
い
。

使
用
経
穴
は
、
委
中
・
少
商
・
合
谷
・
尺
沢
・
耳
門
と
上
肢
が
や

や
多
い
。
た
だ
、
全
体
的
に
は
さ
ほ
ど
経
絡
・
経
穴
に
は
こ
だ
わ

ら
ず
、
比
較
的
目
立
つ
血
管
を
目
標
と
し
て
い
る
。
採
血
量
の
記

載
は
、
丁
瘡
門
に
一
箇
所
「
少
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
部
位
を
考

盧
す
れ
ば
、
相
当
大
量
の
採
血
が
予
測
で
き
よ
う
。
一
方
、
毒
虫

や
悪
犬
に
咬
ま
れ
た
際
、
患
部
か
ら
悪
血
を
吸
い
出
す
方
法
は
、

潟
血
療
法
の
最
も
原
始
段
階
で
、
こ
れ
よ
り
発
展
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

以
上
の
分
析
結
果
は
、
本
書
で
も
潟
血
は
稀
な
療
法
で
、
適
応

疾
患
、
潟
血
部
位
を
か
な
り
限
定
し
て
い
た
。
一
方
、
潟
血
方
法

で
は
特
異
な
記
載
も
あ
り
興
味
深
い
。
た
だ
、
本
書
は
治
験
集
で

は
な
く
、
ど
の
程
度
本
吉
収
録
の
治
療
法
が
臨
床
的
価
値
を
有
し
、

当
時
の
医
家
が
実
践
し
た
か
は
定
か
で
な
い
。
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